
日　    時：　平成２９年１０月２７日(金）１５時〜１７時３０分

場    　所：　銀杏会館３階　阪急･三和ホール

講演司会：　荻原 俊男 先生（大阪大学　名誉教授

           　公益社団法人　医学振興銀杏会　副理事長）

松村　泰志　先生　（大阪大学教授、医療情報学）

協力機関の代表として

福並正剛　先生　（大阪急性期・総合医療ｾﾝﾀｰ　 院長）

OCRーnetによせる期待

中山貴寛　先生 (大阪国際がんｾﾝﾀｰ 乳腺･内分泌外科 主任部長)

竹原　徹郎　先生　（大阪大学教授、消化器内科学）

※シンポジウム終了後、１７時３０分より銀杏会館２階ミネルバにて懇親会を行います。

懇親会参加費３千円は当日申し受けます。

お問い合わせ先　〒565-0871　吹田市山田丘2-2　大阪大学医学部銀杏会館2階

電話06-689-3501、FAX06-6879-3503 　メール　office@ichou.med.osaka-u.ac.jp

公益社団法人　医学振興銀杏会（大阪大学医学部学友会）

第29回 地域医療の課題とその対策 シンポジウム

基調講演 「ICTによる多施設共同臨床研究の新体制：OCR-net」

理 事 長 岸 本 忠 三 （ 大 阪 大 学 医 学 部 学 友 会 ）

大阪臨床研究ﾈｯﾄﾜｰｸ（OCR-net）の運営責任者として

  臨床研究の強化は我が国喫緊の課題であり、臨床研究には、データ収集システム
の準備、データマネジメント、モニタリング、統計解析等、組織的な体制整備が必要で
す。
　阪大病院は、日本で最初に臨床研究中核病院の指定を受け、関連病院と大阪臨床
研究ネットワーク(OCR-net)を結成しました。この中で、世界初となる電子カルテで臨
床研究データを直接入力するデータ収集システムを導入します。地域医療を担う各病
院の皆様と阪大病院で日本をリードする臨床研究拠点形成のための戦略について、
本シンポジウムで議論したい。

主 催 公 益 社 団 法 人 医 学 振 興 銀 杏 会


